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銚子の魚は一日半で日本橋まで運ばれていた 

松戸市は遺跡が中学校の庭の中にある。常盤平しょうぶ公園の斜面が貝に覆われている、遺跡の

宝庫と言われています。住まいの近くには子和清水遺跡、鮮魚街道の標柱があり、気に掛かってい

ました。断片的に新聞・雑誌・PC の検索してみたところ、江戸時代、銚子で揚がった魚が鮮魚街道

を運ばれるとわかりました。 

銚子から利根川べりの布佐、木下に向かい、河岸につくと舟から荷駄に載せ替え、江戸川沿いの

松戸と行徳へ向かい、江戸川では、日本橋まで舟便で送られるこ

とがわかりました。Google Map では鮮魚街道の明記があります。 

「松戸市史 中巻 近世編」によれば、舟運は銚子→関宿→日

本橋、銚子→木下→行徳→日本橋、銚子→布佐→松戸→日本橋の

ルートが主たるものでした。関宿を通るルートは利根川を遡り、

関宿で江戸川に出るルートです。 

晩秋から冬にかけてはいたみも少なくなることから東海地方の

駿河湾から北陸富山湾からの魚も上がっていたようです。慶長年

間、江戸湾内の漁獲量が少なく相模・伊豆・外房・常陸の魚は四

日市の商人に抑えられ、庶民の口には塩干魚や深川・本所・品川

あたりの漁師が持ち込む魚を買っていたそうです。 

やがて関西漁法の影響を受けて房州でも大量漁法を採用して江

戸へ出荷できるようになり、「日本橋魚市場沿革余聞」などによれ

ば、大半は安房・上総・下総からでした。銚子で揚がった魚は木下・布佐で馬の背中に魚を入れた

荷駄を背負わせる駄送で陸上運送し、松戸・行徳へ運ばれ、江戸川を船運し、日本橋小田原町に陸

揚げされセリにかけられていました。 

夕方に銚子の港に上がった魚を翌朝に利根川の布佐河岸で積み替え松戸の河岸まで馬で陸送し、

夕方以降日本橋魚河岸に着くことで翌朝のせりに間に合わせることで、大幅な時間短縮になりまし

た。この陸上の径路が鮮魚街道（なまかいどう・なまみち）

と呼ばれています。（松戸市観光協会） 

銚子からの鮮魚輸送が軌道に乗ったのは、慶安３年

（1650）頃から。これに対して布佐村は「御菜御運上場」で

布佐村から松戸まで「通し馬」（馬を替えずに行くこと）と

しました。 

最盛期には行徳道約９里半寛政２年（1790）で約 2000

駄、松戸道約 7 里半宝暦１２年（1762）には約 3500 駄が運

ばれていました。（我孫子市史センター） 

冬場の渇水期は陸路が使われ、利根川を関宿付近で江戸川結び高瀬舟での輸送ルートを整備しま

した。陸路を使うルートは当初木下（きおろし）から行徳まで陸路（荷駄替えを宿場ごとに行う）

ルートでしたが、布佐から松戸までのルートだと荷駄替え無しで行けるため時間短縮ができると

し、布佐、松戸ルートの物流が出来上がったと考えられています。（松戸市 藤田 隆） 
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歌詞に登場する鳥 

佐倉市内のとあるギャラリーでは月替わりで書画、手芸品などを展示していて、私にも出展依頼の声がかかる

ので過去に何回かテーマを変えて写真を提供しました。 

次回のテーマは歌詞に登場する鳥の写真にしようとしています。今は童謡、民謡、歌謡曲の歌詞集めと、その情

景にマッチしそうな写真を撮り溜めた古いファイルから選び出しているところです。ここに紹介するのはその一

部で、展示の総数は A3 サイズの額装で２０枚程度になります。機会があれば他の場所への移動展示も可能です。 

  

波浮の港 磯の鵜の鳥は日暮れに帰る   ウミウ 大利根無情 利根の川風ヨシキリが オオヨシキリ 

  

別れの一本杉 山のカケスも泣いていた  カケス 夏は来ぬ 水鶏鳴き卯の花咲きて     クイナ 

  

柿の木坂の家 秋には青いメジロ追い  メジロ 赤城の子守歌 山の烏が鳴いたとてハシブトガラス 

展示会開催の日時が決まりましたら詳しい案内をします。             佐倉市 坂本文雄 
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四街道市自然環境保全地区選定記念講演会に参加して 
 

１ はじめに 
右写真の講演

会が、四街道市

内で開催され、

参加しました。 

 同市内の方

や、当会会員の

多くの方々も参

加されていたか

も知れません。 

 ここでは、茂

原市内で市民活

動を行っている

立場から、また、当日趣味的事情で長野県川上村にあるキャンプ場から 4 時間ほどかけて頑張って

駆け付けた立場から、率直な感想を書かせていただきたいと思います。率直ですので、自慢や愚痴も

混在するかも知れませんが、少しでも共感なり共有なりしていただければ幸いです。 

 

２ 四街道市と茂原市 
四街道市で開催（行政主催）される関連の講演会には、これまでにも何度か参加してきました。 

そのきっかけの一つは、申し上げるまでもなく、同市内では、当会会員の方々はじめ多くの市民の

方々が里山保全活動や自然保護活動に参画し、何人かお知り合いもいらっしゃることです。 

そして二つ目のきっかけ（動機）は、同市と筆者が住む茂原市とを

比較すると、人口規模（9 万人前後）も年間予算規模（350 億円前

後）も、そして県都千葉市との地理的関係（お隣）も似ていること、

更に里山環境が多く残っていることです。大きく違うのは、歴史や発

展の経緯（詳細は省略します）で、その点が里山保全に対する考え方

の分かれ道になっているのではないか、と最近思い始めています。 

なお、参考までに筆者の出身地は他県です。 

 

３ 内容その１「市内における自然環境の現在」 
登壇者の一人目は、事業を先頭となって推進している同市市長、同市長が語る同事業の保全の理念

（右下写真の『柱』、講演資料より）は、筆者の行動のそれらとほぼ同様でした。 

市民団体の代表として、『四街道自

然同好会』会長で当会会員でもある

晝間初枝さんによる「ホタルを守る・

山梨ほたるの里」。会場には、同会の

初代会長である市川清忠さんもお見

えになっていて、同氏の長年のご努

力やご苦労を晝間さんから直接伺う

ことができました。 

市民代表の二人目は『四街道メダ

カの会』代表者の方でした。 
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４ 内容その２・協定書の交換セレモニー 
市長の講演のあと、市長と四街道自然同好会晝間会長による「四街道市自然環境保全地区における

環境保全活動に関する協定」の協定書交換セレモニーが行われました。 

筆者が代表を務める市民団体と茂原市長との間で「茂原公園の管理に関する協定」を、昨年 4 月

に締結した折りには、このようなセレモニーは行われませんでした。 

７年ほど前、茂原公園で活動を始めた頃には、市長との『協定』の形まで持ち込むナンテ夢のよう

でしたが、今から考えると、もっと大胆な作戦・演出を考えておくべきだったかも知れません。 

 

５ 内容その３・基調講演 
基調講演は、東京

情報大学原慶太郎名

誉教授による『四街

道市から「生物多様

性」を窺う』でした。 

講演の概略は、「１

ネイチャーポジティ

ブ」「２持続可能性」

「３生物多様性」「４

ウェルビーング」。 

多くの話題の中で、思わず「やっぱりネ！」

と思ったのは、生物多様性地域戦略について

（右写真、講演資料より）でした。筆者も何

年も前から『生物多様性もばら戦略』を漠然

と考えていましたが、今なお、少しも具体化

が進んでおらず、ましてや提案できる状況に

もありません。 

 里山保全のためには、農林業の現状を憂える

のではなく、今や住民が真剣に行動することが

欠かせません。そして、新たな価値観「里山ウ

ェルビーング」をしっかり認識することが大切

だと思いました（左写真、講演資料より）。 

「not持続可能性、but まもり・（私た

ちが！）つくり・次世代につなげる」新た

な価値観として、とても感銘を受けまし

た（右写真、講演資料より）。 

 

（記：茂原市 望月力智） 


